
 
 

  1 

The Biotechnology CompanyTM 

<http://www.takara-bio.co.jp> N E W S  R E L E A S E   

平成２４年４月９日 

ＴＢ１２－０３８０ 

 

ナチュラルキラー細胞療法の臨床研究を京都府立医科大学で開始 

 
タカラバイオ株式会社と京都府立医科大学がん免疫細胞制御学講座とは、共同で

ナチュラルキラー（NK）細胞療法の臨床研究を 4 月 16 日より開始します。 
 
当社が開発した新規 NK 細胞拡大培養法（*）では、レトロネクチン®拡大培養法で

培養した T 細胞が NK 細胞増殖のために利用されており、NK 細胞を約 90％という高

純度で大量に調製することができます。当社は、この新規拡大培養法を用いて調製さ

れた NK 細胞が、様々ながん細胞株に対して細胞傷害活性を示すこと、さらにはマウ

スを用いた動物実験によって腫瘍の縮小及び転移抑制作用を示すことを確認してい

ます。 
 
現在、当社の技術支援のもと、百万遍クリニック（京都市）、たけだ診療所（京都市）、

藍野病院（茨木市）の 3 か所で、ナイーブ T細胞を用いたレトロネクチン®誘導 T リンパ

球療法（RetroNectin® induced T cell Therapy; RIT）の有償治療が行われています。

RIT は獲得免疫を利用した治療法ですが、もう１つの重要な免疫機構である自然免疫

を担う NK 細胞を用いたがん免疫細胞療法を確立すべく、今般の臨床研究が開始さ

れます。今後、患者の状態に応じた治療法の提供や、ナイーブ T 細胞と NK 細胞によ

る併用療法、NK 細胞と抗体医薬の併用療法等のより効果的な治療法の開発を行っ

ていきたいと考えています。 
 
 
* ： 第 23 回日本バイオセラピィ学会学術集会総会で発表（平成 22 年 12 月 9 日ニュ

ースリリース済） 
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【臨床研究概要】 

目的 培養 NK 細胞を反復投与し、その安全性について、有害事象の種

類、程度、頻度を評価することを主目的とする。 

エンド 
ポイント 

・主要エンドポイント：培養 NK 細胞の反復輸注の安全性 
・副次的エンドポイント：腫瘍縮小効果 

対象 標準治療不応性の消化器癌症例 

治療 採取された血液から NK 細胞を多く含む細胞を調製し、経静脈的に

投与する。投与間隔は 1 週間で、3 回投与を行う。 

予定症例数 9 例 

実施期間 平成 24 年 4 月 16 日 ～ 平成 26 年 3 月 31 日 

実施責任者 京都府立医科大学がん免疫細胞制御学講座 准教授 古倉 聡 

臨床研究に

関する問合

わせ先 

京都府立医科大学消化器内科学講座／がん免疫細胞制御学講座 
Tel: 075-251-5519 

 
 

当資料取り扱い上の注意点 
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関

する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくもの

ですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされた

ものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ること

をご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変

動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売

力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決

等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 

この資料は、４月９日に京都経済記者クラブに配布しています。 
                                       

 
この件に関するお問い合わせ先 

タカラバイオ株式会社 
事業開発部 

Tel 077-543-7235 
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＜参考資料＞ 
 
【語句説明】 

NK細胞は、末梢血中に10～20％の割合で存在するリンパ球の一種で、ウイルスに

よる感染やがん細胞に対する初期防御機構としての働きを担っています。加齢やスト

レスなどにより NK 細胞の活性が低下することが知られており、高齢化に伴うがん発症

の原因の１つと考えられています。 

ナチュラルキラー細胞（NK細胞） 

 

当社が開発したレトロネクチン®拡大培養法により得られたナイーブ T 細胞を多く含

む細胞を投与する治療法です。レトロネクチン®拡大培養法は、ヒトリンパ球の拡大培

養の際に、インターロイキン 2 および抗 CD3 モノクローナル抗体に加え、ヒトフィブロネ

クチンを改良した組換えタンパク質である、レトロネクチン®を併用するものです。当社

は、レトロネクチン®拡大培養法によって効率よくリンパ球を増殖させることができ、さら

に得られた細胞集団に、生体内での生存能力が高く、抗原認識能も高いナイーブ T
細胞が多く含まれていることを確認しています。 

レトロネクチン®誘導Tリンパ球療法（RetroNectin® induced T cell therapy; RIT） 

 

標的細胞の傷害と抗体産生の調節の役割を担う重要な細胞で、T リンパ球とも呼ば

れます。免疫系の司令塔的な役割を担っており、末梢リンパ組織の胸腺依存領域に

主に分布します。 

T細胞 

 

生体の免疫機構は、大きく自然免疫と獲得免疫の２つに分けられます。自然免疫を

担う重要な細胞の１つに NK 細胞があり、ウイルス感染や細胞のがん化などによって

体内に異常な細胞が発生した際に、すぐさまそれらを攻撃する初期防御機構としての

働きを持っています。 

自然免疫と獲得免疫 

一方、獲得免疫は、T 細胞や B 細胞と呼ばれる免疫細胞によって担われており、生

体が抗原（生体にとっての異物）に感染した後に、それらの抗原を特異的に認識する

免疫細胞が体内に現われることで機能する免疫機構です。 
 

特定の抗原の刺激に応じて抗体産生を行う細胞で、B リンパ球とも呼ばれます。B
細胞の一部は、抗原の情報を記憶した細胞として体内に残るため、次に同じ抗原に感

染した時にはすぐに抗体が産生されます。 

B細胞 
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がん免疫細胞療法は、患者自身のリンパ球を、自身のがん細胞を攻撃できるように

体外で活性化し、その細胞数を増やしてから、患者の体内に再び戻し、がん細胞を破

壊に導くというものです。外科手術、放射線治療、化学療法などと比較して、一般的に

副作用が少ないと言われています。 

がん免疫細胞療法 

 

現在がんに対するさまざまな抗体医薬が上市され、治療に用いられています。抗体

医薬の作用メカニズムの１つとして、抗体が生体内でがん細胞を特異的に認識して結

合し、そこに呼び寄せられた NK 細胞やマクロファージが、がん細胞を攻撃して殺傷

するというものがあります。このように抗体を介して細胞を殺傷する活性のことを、抗体

依存性細胞傷害活性（ADCC 活性）と呼びます。 

NK細胞療法と抗体医薬の併用療法 

当社は、新規 NK 細胞作製技術で得られた NK 細胞が抗体との併用によって高い

ADCC 活性を発揮することを確認しました。この結果から、新規 NK 細胞作製技術と

抗体医薬を組み合わせることで、治療効果をより高めることができることが示唆されて

います。 
 

体内の異物を貪食し排除する働きを有する細胞です。取り込んだ異物の一部を、抗原

として他の免疫細胞に提示する機能も持っています。 

マクロファージ 


	【語句説明】

